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主論文の要約  

Effect of hematuria on the outcome of IgA nephropathy with mild 

proteinuria. 

 (血尿の程 度が IgA 腎症軽 度蛋白 尿 症例の予後 に与え る影響 ) 
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【目  的】  

IgA 腎症の 予後に 影響する 因子と し て、尿蛋白 、高血 圧、生検 時の腎 機 能、

生検所見な どが挙 げられる が、血 尿 の程度が予 後に与 える影響 は 未だ 不 明であ

る。高度血 尿に対す る加療 ついては 議論の余地 があり、本研究 では IgA 腎症軽

度蛋白尿症 例に対 して血尿 の程度 が 臨床経過や 腎予後 に与える 影響に つ いて検

討した。  

【対象およ び方法 】  

1980 年から 2005 年に 当院で診 断し た IgA 腎症のう ち生検 時蛋白尿 が 0. 5g /

日未満でス テロイ ド、免 疫抑制剤 、扁桃摘出術 を施行 され ず 、生検後 1 年以上

経過観察可 能であ った 88 症例 を尿 中赤血球が 1 視野に 20 未 満の症 例 (L 群 48

例 )と 20 以上の症例 (H 群 40 例 )に分け、臨 床所見 、組織 所見 、腎生 存率 、進行

における危 険因子 について 比較、 検 討した。  

【結  果】  

生検時臨床 所見では H 群 で有意に 女性が多く 、血圧 が有意に 低値 だ っ たが、



高血圧症例 数は有 意差を認 めなか っ た 。尿蛋白 平均値 と eGFR（推定 糸 球体濾

過率）、オック スフォー ド分類 による 組織所見に 有意差 は認めな かった 。腎生検

5 年後の蛋白尿 中央値 は両群と もに 0.5g /日または 0.5g /gCr 以 下であ っ た。尿

中赤血球数 は両群 間に有意 差はあ る ものの、 H 群 も無治療 で尿中 赤血球 10 個 /

視野以下に 軽快し ていた。 カプラ ン マイヤー法 を用い た両群 の 15 年 腎 生存率

は H 群で 100%、 L 群で 83.4％であり、有意差 はなかっ た。レニ ン・ア ンジオ

テンシン （ RAS） 系阻害 薬に よる加 療はコッ クス 回帰分 析によ ると進 行 のリス

クを減少さ せた（ ハザード比 0.14、 P=0.027）。  

【考  察】  

 本研究で は経過 中両群と もに蛋 白 尿は増加せ ず、血圧 はコン トロール 良好で、

腎障害の進 行もほ とんど見 られな か った。 軽度 蛋白尿 症例では 血尿の 程 度は組

織所見の重 症度に 関連せず 、蛋白 尿 増加や末期 腎不全 、予後に 関与し な いと示

唆された。 これら はステロ イドな ど の積極的治 療は行 わないも のの、 RAS 系阻

害薬を生検 後初期 から使用 したこ と によると考 えられ 、 RAS 系 阻害薬 は 末期腎

不全への進 行を抑 制すると 示唆さ れ た。  

【結  論】  

生検時 の高度 血尿 は積極 的治 療せず に 軽快 し、軽 度蛋 白尿症 例に おいて は血

尿の程度に よる予 後への影 響はな か った 。軽度 蛋白尿 症例での 予後は 比 較的よ

く、 RAS 系阻害薬 による 加療は末 期 腎不全 へ の 進 行 を 抑 制 す る と 示 唆 さ れ た 。 


